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１ . 2023（令和５）年度決算について  

（1）〔別表 1〕事業活動収支計算書  

 当年度のＡ事業活動収入は、予算を 52 百万円上回り 15 億 41 百万円となりました。前年度

比では 1 億 25 百万円の増収となっています。内訳を見ますと、Ａ-1 教育活動収入は、予算を

4 百万円上回り 6 億 17 百万円となりました。前年度比では 8 百万円の減収となっています。

教育活動収入の主な内訳は、学納金 4 億 35 百万円、経常費等補助金 1 億 5 百万円、寄付金 2

百万円、付随事業収入 31 百万円となっています。Ａ-2 教育活動外収入は予算を 1 百万円上回

り 6 億 69 百万円となりました。Ａ-3 特別収入は予算を 47 百万円上回り 2 億 55 百万円となり

ました。 

 Ｂ事業活動支出は、予算を 1 億 9 百万円下回り 10 億 45 百万円となりました。前年度比では

26 百万円の増加となっています。内訳を見ますと、Ｂ-1 教育活動支出は、予算を 74 百万円下

回り 10 億 22 百万円となりました。前年度比では 62 百万円増加しています。教育活動支出の

内訳は、人件費 4 億 82 百万円、教育研究経費 4 億 14 百万円、管理経費 1 億 26 百万円となっ

ています。 

 収支差額を見ますと、①教育活動収支差額は、予算を 78 百万円上回り△4 億 5 百万円となり

ました。②教育活動外収支差額は、予算を 1 百万円上回り 6 億 69 百万円となりました。この

結果、③経常収支差額（①＋②）は 2 億 64 百万円となりました。④特別収支差額は予算を 45

百万円上回り 2 億 32 百万円となり、これらにより、⑤基本金組入前当年度収支差額（③＋④）

は 4 億 96 百万円となり、事業活動収入に対する比率（⑤÷Ａ）は 32.2％となりました。基本

金 2 億 54 百万円組入れ後の⑥当年度収支差額は 2 億 42 百万円となり、前年度繰越収支差額

15 億 41 百万円に加算して、翌年度繰越収支差額は 17 億 83 百万円となりました。  
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（2）〔別表 2〕活動区分資金収支計算書・・活動部門別の支払資金（現金預金）  

 ①教育活動資金収支差額は、△2 億 26 百万円となりました。②施設整備等活動資金収支差額

は△3 億 81 百万円となりました。③その他の活動資金収支差額は＋5 億 82 百万円となりまし

た。これらにより、当年度支払資金は 25 百万円減少して、前年度繰越支払資金 1 億 29 百万円

に加算され、翌年度繰越支払資金は 1 億 4 百万円となりました。支払資金の確保はできていま

す。 
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（3）〔別表 3〕貸借対照表・・B/S（ﾊﾞﾗﾝｽｼｰﾄ）  

①有形固定資産は、ピアノ等の楽器を更新した一方、過年度の減価償却が進んだことにより、

前年度末に比べ 1 億 13 百万円減少して、30 億 93 百万円となりました。  

②特定資産は、第 2 号基本金引当特定資産および第 3 号基本金引当特定資産がそれぞれ 1 億

円、減価償却引当特定資産が 2 億 54 百万円増加した一方で、退職給与引当特定資産が 73 百万

円減少したことにより合計では 3 億 81 百万円増加して 112 億 84 百万円となりました。  

③流動資産は、有価証券の増加などにより 2 億 26 百万円増加して 16 億 79 百万円となりまし

た。 

④資産の部合計は、4 億 93 百万円増加して 165 億 19 百万円となりました。  

⑤負債の部合計は、短期借入金が 10 百万円、前受金ほかが 9 百万円増加した一方で、長期借

入金が 15 百万円、退職給与引当金が 6 百万円減少したことにより合計では 2 百万円減少して 4

億 29 百万円となりました。⑥基本金は第 1 号基本金、第 2 号基本金および第 3 号基本金への

組入れにより 2 億 53 百万円増加して 143 億 7 百万円となりました。⑦繰越収支差額は 2 億 42

百万円増加して 17 億 83 百万円となり、基本金と合計した純資産（⑥＋⑦）は 4 億 96 百万円

増加して 160 億 90 百万円（総資産に対する比率は 97％）となりました。  

前年度に引き続き、財務基盤の充実化を図ることができました。 

 

 

 

 

 


